
おはなし会（会場：中央館）       ０～２歳くらい（11:00～）            ３歳くらいから（14:00～） 

休館日       中央館  犀川・勝山館  ●全館
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みやこ町図書館だより 

ふくろうの森通信 （発行：２０２２年１月１日 第 109号） 

1 月号 

■『闘資』 浜口倫太郎(著) 双葉社 ■『原罪』 山本

音也(著) 小学館 ■『李王家の縁談』 林真理子(著) 文

藝春秋 ■『蚕の王』 安東能明(著) 中央公論新社 ■

『フェイクフィクション』 誉田哲也(著) 集英社 ■

『ミチクサ先生 上・下』 伊集院静(著) 講談社 ■『底

惚れ』 青山文平(著) 徳間書店 ■『神曲』 川村元気

(著) 新潮社■『熔果』 黒川博行(著) 新潮社 ■『現

代生活独習ノート』 津村記久子(著) 講談社 ■『黄金

の刻(とき)』 楡周平(著) 集英社 ■『朱花の恋 易学

者・新井白蛾奇譚』 三好昌子(著) 集英社 

 

 

 

 

 

  

■『windows 11 新機能完全マニュアル』 村松茂

(著) 秀和システム ■『古代ローマ饗宴と格差の作

法』 祝田秀全(監修) G.B. ■『メルケル』 カティ・

マートン(著) 文藝春秋 ■『倭国の古代学』 坂靖

(著) 新泉社 ■『最後の角川春樹』 伊藤彰彦(著) 毎

日新聞出版 ■『最強脳』 アンデシュ・ハンセン(著) 

新潮社 ■『ひとぬりで幸せになるパン友レシピ』 荻

山和也(著) WAVE 出版 ■『有元家のさもないおか

ず』 有元葉子(著) 三笠書房 ■『ムスコ物語』 ヤ

マザキマリ(著) 幻冬舎  

 

 

 

 

 

 

 

  

《小説》 《その他》 

       

            

1 月                      

       

       

            

新刊案内

1/15は“もこもこ” 

のおはなし会です。 

2/19は“きのこの子”

のおはなし会です。 

※1 月 9日（日）勝山館 成人式のため臨時休館 

新年あけましておめでとうございます 

旧年中は、みやこ町図書館をご利用いただきありがとうございました。 

本年も、皆様のお役に立つ図書館を目指して、職員一同取り組んでまいります。 

今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休館日      中央館：毎週火曜日    犀川・勝山館：毎週月曜日   全館：毎月最終木曜日 

開館時間    全館 10:00～18:00   

みやこ町中央図書館 ☎33-1040   みやこ町犀川図書館 ☎42-3330   みやこ町勝山図書館 ☎32-3455 

 

 

『考えすぎる脳、楽をしたい遺伝子』 

長沼 毅（著） 

クロスメディア・パブリッシング（2015） 

       人間の脳は二足歩行にしては大き過

ぎるし、あれやこれやと悩みすぎ！

生物学者が脳や遺伝子の観点から見

た、考え過ぎない楽に生きる方法を

教えてくれます。［K］ 

         

『世界の天変地異』マッティン・ヘードベリ(著) 

日経ナショナルジオグラフィック社(2021) 

現実にこんなことが起きているの

か、迫力と強さに目が奪われてしま

う。美しいものから衝撃的なものま

で、世界の気象現象についても詳し

く解説されている。人間の無力さを

感じさせる 1冊。 ［はりねずみ］ 

『ほろよい読書』  

織守 きょうや他（著） 双葉社（2021） 

 織守きょうや、坂井希久子など５

人の人気作家による「お酒」がテ

ーマの短編小説集です。少しづつ

ちびちび読んでもよし、一気読み

してもよし。読み方も色々楽しめ

る作品です。    ［Ｍａ］ 

『砂に埋もれる犬』桐野 夏生（著） 

         朝日新聞出版（2021） 

「ネグレクト」がテーマだと読むのが怖

くなる。子供の権利、親の権利や義務、

当たり前のことが成立できない貧困と虐

待の世界。どん底の底には、まだどん底

があるような負の連鎖には心が痛む… 

最後には、僅かながら光が見えそうな

のが、少しの救いかもしれない。［S］   

『定形外郵便』 堀江 敏幸(著) 

            新潮社(2021) 
『瑕疵

か し

借
か

り』  松岡 圭祐（著）  

           講談社(2018)    

訳アリ物件に住み込む男は独

自の調査で元の貸主の人生を

あぶりだし、瑕疵
か し

の原因をつ

きとめる。一見怖そうなタイ

トルですが、読んだ後は穏や

かな気持ちになります。［青］ 

図書館員おすすめの本 

みやこ町図書館HP 

今年の干支は、寅。十二支ができた中国では、本当は寅ではなく獅子だ

ったということです。獅子は残酷すぎて評判が悪かったため、人間に害を

及ぼす獣を退治する寅を、獅子の代わりに入れたというのです。 

是非、この世界からコロナを退治して欲しいものですね。                 

                                           [はりねずみ] 

 

  

堀江さんの世界は、悲しいかな知

らないことだらけ。短い一編を読む

のに行きつ戻りつ、時には立ち止ま

り調べながら、エネルギーをつかう

読書になりました。が、心地よい文

章にひこまれていきます。芸術新潮

に連載されているエッセイ集です。 

[とよ]

とよ) 

                


